
１．はじめに：企業の利益予測

• 会計利益予測の重要性

▪経営者は毎年利益予想を公表しており、利益予想は重要な意思決定ツール

▪投資家・アナリストにとっても不可欠なタスク

• 従来の利益予測手法の限界

▪アナリスト予想や経営者予想の主観性、予測精度の限界とバイアスの存在

• 研究目的

▪日本企業の財務データを使って機械学習手法およびChatGPT (LLM) を適用

▪次期利益の変化方向予測の可能性を検証

２．先行研究：利益変化の符号を予測
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